
参考：「がん予防重点健康教育及びがん検診のための指針」の一部改  
正（平成18年3月課長通達）がん検診のための点検表（基本は原文提示、涼  乳がん検診チェックリスト改訂案 （末芋2／5後の空耳  

宇摩宮ギア居■）  

乳がん検診のためのチエッグノスト【市町村用】  

1検診対象者   

（1）対象者の網羅的な名簿を住民台帳などに基づいて作成しているか  

（2）対象者に均等に受診勧奨を行なっているか  

2 受診者の情報管理注1）  

（1）対象者数（推計を含む）を把握しているか   

（2）受診者数を年齢階級別に集計しているか  

（3）個人別の受診（記録）台帳またはデータベースを作成しているか  

（3－a）受診者数を過去の検診受診歴別に集計しているか注2）   

（3－b）受診者数を検診実施捜関別に集計しているか   

（3－C）過去旦重恩の受診匿を記録しているか  

3 要精検牢の把握注り  

（1）要精検率を把握しているか   

（2）要楕検事を年齢階級別に集計しているか  

（3）要精検牢を検診実施機関別に集計しているか   

（4）要楕検率を過去の検診受診産別に集計しているか注2）  

4．精検受診の有無の把握と受診勧奨注1）   

（り精横受診率を把握しているか   

（トa）精換受診率を年齢階級別に集計してしヽるか   

（l－b）精検受診率を検診実施機関別に集計しているか  

（2〉精検受診率を過去の検診受診歴別に集計しているか注2）   

（3）精検未受診率を把握しているか   

（4）精検未受診者に楕検の受診勧奨を行っているか  

5 精密検査病巣の把痩注1）  

い）精密検査結果及び治療の結果報告を精密検査実施偲儲から受けているか  

（之）過去ま生屈の精密検査結果を記録しているか  

（3）精密検査の検査方法を把掘しているか   

（4）がん発見率を把握しているか   

（4－a）がん発見率を年齢階穣別に集計しているか   

（4－b）がん発見率を検診実施散開別に集計しているか   

（4－C）がん発見率を受診歴別注2）に集計しているか  

（4－d）がん発見率を検診方法別（マンモグラブイ・視触診）に集計しているか  

（5）早期がん割合注3）（発見がん勤に対する早期がん数）を把橙しているか  

（5－a）早期がん割合を年齢階級別に集計しているか  

（5－b）早期がん割合を検診実施機関別に集計しているか  

（5－C）早期がん割合を受診歴別注2）に集計しているか  

（5－d）早期がん割合を検診方法別（マンモグラフイ・視触診）に集計しているか  

（6）陽性反応適中度を把撞しているか  

（6－a）陽性反応適中度を年齢階級別に集計しているか  

（6－b）陽性反応適中度を検診実施機関別に集計しているか  

（6－C）陽性反応適中度を受診歴別注2）に集計しているか  

（6－d）陽性反応適中度を検診方法別（マンモグラフイ・視触診）に集言十しているか  

Jむ血指診の集言上孤最後鶉告を部i首郡引こ行っている力、▼  

乳がん検診のための点検泰〔市町村用）  

1 受診者の情報管理  

（1）受診者数を年齢階級別に集計しているか  

（2）受診奄別の受診（記録〉台帳又はデータベースを作成しているか   

（2－a）受診者に占める前回未受診者の割合を集計しているか  

（2－b）受診者を検診実施機関別に集計しているか  

（2－C）過去3年間の受診歴を記録しているか  

2 要精検事の把擢   

（1）要精検事を把握しているか   

（2）要精検率を年齢階級別に集計しているか   

（3）要精検牢を検診実施楼閣別に集言十しているか  

3 精接受診率の把握   

（「）楕検受診率を把握しているか   

（2）精検受診率を年齢階級別に集計しているか   

（3）精検受診率を検診実施機関別に集計しているか  

4 手胃管‡東食；椅黒の把1窪  （1）精密検査結果の報 

告を精密検査実施他聞から受けているか  

（2）がん発見率を把握しているか   

（2－a）がん発見率を年齢階級別に集計しているか   

（2－b）がん発見率を検診実施機関別に集計しているか   

〔2－C）がん発見率を受診歴別注1）に集計しているか  

（2－d）がん発見率を検診方法別（マンモグラフイ・視触診）に集計しているか   

（3）早期がん割合注2）を把握しているか  

（3一己）早期がん割合を年齢階級別に集計しているか   

（3－b）早期がん割合を検診実施機関別に集計しているか   

（3－C）早期がん割合を受診歴別注1）に集計しているか   

（3－d）早期がん割合を検診方法別くマンモグラブイ・視触診）に集計しているか   

（4）陽性反応適中度を把握しているか   

（4－a）陽性反応適中度を年齢階級別に集計しているか   

（4－b）陽性反応適中度を検診実施機関別に集計しているか   

（4－C）陽性反応適中度を受診歴別注1）に集計しているか   

（4－d）陽性反応適中度を検診方法別（マンモグラブイ・視触診）に集計しているか  
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5 三ぎ紆の肯居ぎ蜜．芸ぜ吉見モLTい′き掛野窺′′′岸毒害窟庄′暫針  

7 見房ヱ＝′クス拝辞岸富者かヨネ富字忍肝′君字書の定跡妄だ詳言季富∂壬居たLTいさ≠l  

。ごノ 男ノ看ユニl′クスげ庶叢／ニ古け石ぼ憲．皮〃号音の画茸／ニつい丁、育三者／二よきク／部評廊妄安  
／ナ丁い嘉．か   

、Jノ 鱈影媒∠称官マンモグラフィのぼ影／ニ厨す・ま遁■手ク五節伊斎伊7LTい蕃カl  

∂ 三吉影の清彦夢雷一基季夏看たLTい5だ／野身′′膚蹴慮願抒）  

．7・諾影／二好事す亭産卵ばマンモグラフィの霹影仁厨す占彦≠グを併伊委任7LTいる′か   

′2′一 議影疋二要吉若手あきJ、rラろ7′ん官十ガ・をぼ屠ぎ有するこ∠）  

6 桧診捨闇の雲諜   

＝）書落榔  こ判断している力ヽ  

㈱ キ別ミ泰の＝十権喜l＝明記すべ声必学  
長低限の結露管揮掴∃l春野）  

注り各項目を検診実施機関に委託して行っている場合を含む   

注2）初回受診者（初回の定義は過去芝生盟に受診歴がない者）及び逐年検診受診者等の受診歴別  

注3）臨床病期Ⅰ期までのがんの割合  

注1）初回受診者（初回の定義は過去3年師＝受診匿がない者）及び逐年検診受診者等の受診歴  
別   

注2）臨床病期】期までのがんの割合  

注3）乳がん検診に用いるエックス線装置の仕様基準  

1．インバータ式エックス棟高電圧装置を償えること。  

2．自動露出制御（ÅEC）を備えること．  

3．移動グリッドを備えること。  

4．管電圧の精度・再現性（a）表示精度＝±5％以内（24－32kV）  

（a）表示精度・±5％以内（24－32kV）   

（b）再現性．変動係数002以下  

5．光照射野とエックス線照射野のずれ。  

左右・前後のずれ：SIDの2％  

6．焦点サイズ  

公称0．3mmのとき、0．45汀川∩×0－65mm以内  

7．圧迫版透過後の練質（半価屠、HVL）  

モリブデン（Mo）ターゲット／モリブデン（Mo〉フィルタのとき   

（測定管電圧／100）＋0．D3≦HVL（mmAl）＜（測定管電圧／100）＋0▲12  

8 乳房圧迫の表示  

（8）厚さの表示楕度±5mm以内  

（b）圧迫圧の表示精度：±20N以内   

9．AECの精度   

（さ）基準濃度：1′S管理帽．士0．15以内  

（ファントム厚20、40、60mmおよぴこれらの厚さに対して100mAs以下の  

エックス線照射が行える管電圧の選択範囲とする）   

（b）再現性：変動係数0．05以下  
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乳がん検診チェックリスト案  
2ノ封麦の変更）  

（大隈がん検診点検表の都道府県用を参考 左圭  

乳がん検診のためのチェックリスト【都道府県用】   

1生活習慣病検診管理指導協議会の組織・運営  

（り乳がん部会は、保健所、医師会、がん検診蘭連学会に所属する学≡胤経験者、  

臨床検査技師等乳がん検診に係わる専門家によって構成されているか  

（2）乳がん部会は、市町村が策定した検診結果について検診が円滑に実施されるよう、  

広域的見地から医師会．検診実施絶間、精密検査捻関等と調整を行っているか  

（3）年に1回以上、定期的に乳がん部会を開催しているか  

（4）年に1回以上、定期的に生活習傾病検診従事者講習会を開催しているか  

2 受診者の把握  

（り対象者数（推計を含む）を把握しているか  

（む受診者数を把捜しているか  

（2－8）受診者数（率）を年齢階級別に集計しているか  

（2－b）受診者数（率）を市町村別に集計しているか  

（トd受診者致を検診実施倭瀾別に集計しているか  

（2一朗受診者致を過去の検診受診匿別に集計しているか注1）  

3．要精検率の把据  

（り要精検事を把棍しているか  

（卜a）要緒検事を年齢階級別に集計しているか  

（卜b）要請検率を市町村別に集計しているか  

（トc）要楕検事を検診実施機関別に集計しているか  

（11】）要楕検率を過去の検診受診歴別に集計しているか注1）  

4．持接受診率の把握  

（1）精換受診率を把握しているか  

（1－わ楕検受診率を年齢階級別に集計しているか  

（1－b）精検受診率を市町村別に集計しているか  

（1－C）精検受診率を検診実施機関別に集計しているか  

（ト胡精検受診率を過去の検診受診歴別に集計しているか注り  

縄卜丁いるか＋謹 

5 精密検査結果の把握  

（1）がん発見率を把握しているか  

（1ra）がん発見率を年齢階級別に集計しているか  

（1－b）がん発見率を市町村別に集計しているか  

（1－C）がん発見率を検診実施機関別に集計しているか  

（卜めがん発見率を受診歴別注1）に集計しているか  

（幻早期がん割合（発見がん蝕に対する早期がん数）を把捉しているか  

（2ra）非浸潤がんを区別しているか  

（2－b）早期がん割合を年齢階級別に集計しているか  

（㌻c）早期がん割合を市町村別に集計しているか  

（Z－の早期がん割合を検診実施機関別に集計しているか  

（2－e）早期がん割合を受診匿別注1）に集計しているか  

（3）陽性反応適中度を把握しているか  

（3－a）陽性反応適中度を年齢階級別に集計しているか  

（3」））陽性反応適中度を市町村別に集計しているか  

（3－C）陽性反応適中度を検診実施捻関別に集計しているか  

（3－の陽性反応適中度を受診歴別注1）に集計しているか  

（4）発見乳がんについて追跡調査を実施しているか  

（4－a）発見乳がんの追跡所見・病理所見について把握しているか  

（4－b）発見乳がんの予後調査（生在室・死亡率の分析など）を実施しているか  
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6．偽陰性例（がん）の把握  

（l）受診者の追跡調矩や地域がん登録等により、検診受診後の乳がんを把握しているか  

ほ）検診受診後1年未満に発見された乳がん（偽陰性例）を把握してし、るか  

（3）検診受診後1年以上経過してから発見された乳がんを把握しているか  

7．がん登録への参Ⅲ（実施地域のみ）  

（1）地域がん登録を実施しているか   

（2）地域がん登録lニ対して、症例を提供しているか  

（3）偽陰性例の把握のために、地域がん登録のデータを活用しているか  

（4）予後の追跡のために、地域がん登録のデータを活用しているか  

8．不利益の調査  

（1）検診受診後6ケ月（1年）以内の死亡者を把握しているか   

（2）精密検査による偶発症を把握しているか   

（2一己）治療が必要な中等度以上の出血例を把握しているか  

（2－b）その他の重要な偶発症（穿刺細胞診・組織診による啓染、痔痛等〉を把達しているか  

9．事業評価に関する検討  

（1）チェツクリストに墓；づく検討を実施しているか  

（1－a）個々の市町村のチェッウリストについて把捜・検討しているか  

（卜b）個々の検診実施機瀾のチェツクリストについて把握・検討しているか  

（2）要楕検事等の之！コセス指燻に基づく検討を実施しているか  

（2一己）プロセス拒捕引：二ついて、全国数値との比較や、各市町村聞、検診実施   

捻関間でのばらつきの確言盈等の検証を実施しているか  

（2－b）プロセス指揺において問題が認められた市町村から、間き取り調査等   

を実施しているか  

（2－C）Z旦土ス指標において問題が沈められた検診実施機関から、聞き取り  

調査等を実施しているか  

（3）チエツクリス上やプロセス糟楼において問趨が艶められた検診実施嶺瀾に対して、  

実地による評査・指導等を実施しているか  

（4）実地調査等により不適正な検診実施機関が詑められた場合には、市町村に対して  

委託先の変更を助言するなど、適切に対応しているか  

10 事集評価の結果に基づく指導・助言  

（1）事案評価の結果に基づき、指導・助言等を実施しているか  

（卜a）事業評価の結果を報告書に取りまとめ、市町村や検診実施捻関に配布しているか  

（1－b）事業評価の結果について、市町村や検診実施機関に対する説明会を開催しているか  

（トc）事業評価の結果に基づき、市町村や検診実施機関に対して個別の指導・助言を実施している  
か   

（2）事業評価の結果を、個別の市町村や検診実施機関の状況も含めて、ホームページ等で公表し  
ているか  

注1）初回受診者（初回の定鞋は過去呈生温に受診歴がない看）及び逐年検診受診者等の受診歴別  

‡巨細】全き乎」金呑女真里が判8月lなかサ仁者の竜  

告の一部改TFlこついてl平成12年3月28日：麦  告発篭93号皿油性佳庸・蒙人イ  
2丁8葺上り 
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参考：「がん予防重点健康教育及びがん検診のための指針」の一部  
改正（平成18年3月課長通達）がん検診のための点検表（基本は原文提  
示）  

子宮がん検診チェックリスト改訂案（赤字＝2／5後免査亘）  

子宮薙がん検診のためのチェツクリスト【検診機関用】  

1細胞診の精度管理  

（1）検体が適正でないと判断される場合には再給変声行㌔   

」2）検体が不適正脚寸し対某を接してているか   

（3）検体の毀微積検査は二重チェック（複数の者による検査）が行われているか注）   

（4）日本臨床細胞学会の醐査を行ってい  
姐   

（5）がん発見例について過去の細胞所見の見直し声行っているか  

注）日本臨床細胞学会 細胞診精度管理ガイドライン参照  

子宮がん検診のための点検表（検診実施枝関用）  

1 細胞診の精度管理  

（1）頸管眼細胞又は移行帯細胞が検体に含まれ、十分な数の扁平上皮系細胞が採取されて  

いるなど、十分で適切な検体が採取され、検体が不十分であった場合には再検査を行っているか  

（2）検体の臨微鏡検査は二重チェック（複数の者による検査）が行われているか  

（3）十分な経験を有する医師及び臨床検査技師が検査を行っているか  

（4）がん発見例について過去の細胞所見の見直しを行っているか  
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子宮がん検診チェックリスト改訂案（赤字：2／5後の変更）  
参考ニ「がん予防重点健康教育及びがん検診のための指針」の一部  
改正（平成18年3月課長通達）がん検診のための点検表（基本は原文接  
示、好手励備予居）  

子宮頚がん検診のためのチェックリスト【市町村用】   

1検診対象者  

（1）対象者の網羅的な名簿を住民台帳などに基づいて作成しているか  

（2）対象者に均等に受診勧奨を行なっているか  

2，受診者の情報管理注り  

（1）対象者致（推計を含む）を把握しているか  

（2）受診者致を年齢階級別に集計しているか  

（3）個人別の受診（記録〉台帳またはデータベースを作成しているか  

（3－a）受診者敷を過去の検診受診歴別に集計しているか注2）  

（3－b）受診者数を検診実施捜関別に集計しているか  

（3－C）過去娼週の受診歴を記録しているか  

3．要精検率の把捉注1）  

（1）要精検事を把握しているか  

（2）要稀検率を年齢階級別に集計しているか  

（3）要稀検事を検診実施職関別に集計しているか  

（4）要精検率を過去の検診受診歴別に集計しているか注2）  

4 精検受診の有無の把纏と受診勧奨注1）  

（1）精検受診率を把握しているか  

（トa）精検受診率を年齢階級別に集計しているか  

（1－b）精挨受診率を検診実施機関別に集計しているか  

（2）精機受診率を過去の検診受診歴別に集計しているか注2）  

（3）楕検未受診率を把環しているか  

（4）稚検未受診者に積検の受診勧奨を行っているか  

5．精密検査結果の把握注1）  

（1）精密検査結果及び治療の結果報告を精密検査実施機関から受けているか注1）  

（幻過去旦生盟の精密検査結果を記録しているか  

（3）精密検査の検査方法を把握しているか  

（4）がん発見率を把握しているか  

（4－a）がん発見率を年齢階級別に集計しているか  

（4－b）がん発見率を検診実施機関別に集計しているか  

（4－C）がん発見率を受診匿別注2）に集計しているか  

（封上皮内がん割合（発見がん故に対する上皮内がん致）を把握しているか  

（トa）上皮内がん割合を年齢階級別に集計しているか  

（5－0上皮内がん割合を検診実施機関別に集計しているか  

（トc）上皮内がん割合を受診歴別注2）に集計しているか  

（6）陽性反応適中虔を把撞しているか  

（トき）慣性反応適中度を年齢階級別に集計しているか  

（6ヰ）陽性反応適中虔を検診実施枚関別に集計しているか  

（トc）陽性反応適中度を受診歴別注2）に集計しているか  

け）がん検診の集計の点綴舗告を都道府県に行っているか  

子宮がん検診のための点検表（市町村用）  

1 受診者の情報管理  

（1〉 受診者数を年齢階級別に集計しているか  

（2）受診者別の受診（記録）台帳又はデータベースを作成しているか  

（2－a）受診者に占める前回未受診者の割合を集計しているか  

（2－b）受診者を検診実施機関別に集計しているか  

（2－C）過去3年間の受診歴を記録しているか  

2 要請検率の把埴  

（1）要精横座を把握しているか  

（2）要捕検率を年齢階級別に集計しているか  

（3）要精模率を検診実施他聞別に集計しているか  

（4）がん発見率を受診歴別注1）に集計しているか  

3 楕検受診率の把握  

（1〉 精機受診率を把握しているか  

（2）精検受診率を年齢階級別に集計しているか  

（3）精機受診率を検診実施機関別に集計しているか  

4 精密検査結果の把握  

（1）精密検糞結果の報告を精密検査実施機関から受けているか  

（2）がん発見率を把握しているか  

（2－a）がん発見率を年齢階級別に集計しているか  

（2－b）がん発見率を検診実施機関別に集計しているか  

（2－G）がん発見率を受診歴別注1）1こ集g十しているか  

（3）上皮内がん割合（発見がん数に対する上皮内がん数）を把撞しているか  

（3－a）上皮内がん割合を年齢階級別に集計しているか  

（3－b）上皮内がん割合を検診実施機関別に集計しているか  

（3－C）上皮内がん割合を受診歴別注1）に集計しているか  

（4）陽性反応適中虔を把握しているか  

（4－a）陽性反応適中度を年齢階級別に集計しているか  

（4－b）陽性反応適中度を検診実施娩関別に集計しているか  

（4－C）陽性反応適中虔を受診層別注1）に検討しているか  

5 ま離軌診の盾居ぎ屠l基嬰夏着たLTい石≠箸／野劇′窟巌ぎ好鰭厨ノ  

ー′rJ．哲節婦肪紗又債謬行脚Jl好餌ご含£／Z．十分る－一抒の居辛上皮フ有助一彦厚さ  
力丁いるをど、十分手連打む炭煤が≠若殿され綬紡が不ナガて涜った傍含／二ば厚岸盃を行っ  
丁いるか   

Jプ）岸煤の上夢贈唐音ば二＿雷チエツ久完阜詳の音／ニよ石窟査，か行わ力丁い£カー／才封  

（31十分ノをぼ厨委有する宮殿ひ箇厚岸蒼妨好か唐音善行っ丁いる．か   

西」．かん磨．屠痢′／二つい丁過去のj綿併＿屠の⊥房塵■L吉子テつ丁いるか  

（り幸吉モ横言を権闇のi禦宕に際し、仕様書  に判断しているか  （2）仕様書御 すべき  
必曹長脚書管理項自l参照）  

注1）各項目を検診実施機関lこ委託して行っている場合を含む  

注2）初回受診者（初回の定錬は過去互生盟に受診歴がない昔）及び逐年検診受診者等の受診  
歴別  

注1）初回受診者（初回の定義は過去3年間に受診歴がない者）及び逐年検診受診者等の受  
診歴別  
蓬Jβ本屋ぎ原液膨字書 デ．訊哲き＼措看ぎ昏ガイ′Lラインさfぎ  
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子宮がん検診チェックリスト案 （大腸がん検診点検衰の都道府県用を参  
考  産室：2／5後の変更）  

子宮がん検診のためのチエッグノスト【都道府県用】  

1生活習慣病検診管理指導協議会の組織・運営  

（7）子宮がん部会は、保健所、医師会、がん検診常連学会に所属する学識経験者、  

臨床検査技師等子宮頚がん検診に係わる専門家によって構成されてし＼るか  

（2）子宮がん部会は、市町村が策定した検診結果について検診が円滑に実施されるよう、  

広域的見地から医師会、検診実施機関、精密検査後闇等と調整を行っているか   

（3）年に†回以上∴定期的に子宮がん部会を開催しているか   

（4）年に1匝】以上、定期的に生活習慣病検診従事者講習会を開催しているか  

2 受診者の把握  

（1）対象者数（推計を含む）を把握しているか  

（2）受診者数を杷椙しているか  

（2－a）受診者数（率）を年齢階級別に集計しているか  

（2－b）受診者数（率）を市町村別に集計しているか  

（2－C）受診者致を模診実施機関別に集計しているか  

（2－d）受診者数を過去の検診受診歴別に集計しているか注1）  

3．要精検事の把握  

（1）筆箱検率を把握しているか  

（1－a）要楕検率を年齢階級別に集計しているか  

（トb）要稀検事を市町村別に集計しているか   

（1－C）要精機宰を項診実施捜関別に集計しているか  

（トd）要精検事を過去の検診受診歴別に集計してし、るか注1）  

4．精検受診率の把握   

（1）精挨受診率を把櫨しているか   

＼l‾aノ 柑慣叉ら診竿ぞ一平日¶P盲取カリ】一夫占lしししし旬〟－   

（1－b）精検受診率を市町村別に集計しているか  

（トc）精検受診率を検診実施捜関別に集計しているか  

（1－d）精検受診率を過去の検診受診歴別に集計しているか注1）  （2〉瑚 主2）  
5 精密検査結果の把握  

（1）がん発見率を把握しているか  

（1－a）がん発見率を年齢階級別に集計しているか  

（トb）がん発見率を市町村別に集計しているか  

（1－C）がん発見率を検診実施犠関別に集計しているか  

（1一朗がん発見率を受診歴別注1）に集計しているか  

（2）上皮内がん割合（発見がん数に対する早期がん数）を把握しているか   

（2－a）上皮内がん割合を年齢階級別に集計しているか   

（2－b）上皮内がん割合を市町村別に集計しているか   

（2－C）上皮内がん割合を検診実施校関別に集計しているか   

（2－d）上皮内がん割合を受診歴別注1）に集計しているか  

（3）陽性反応適中度を把糧しているか  

（3－a）陽性反応適中度を年齢楷級別に集計しているか  

（3－b）陽性反応適中度を市町村別に集計しているか   

（3－C）腸性反応適中度を検診実施機関別に集計しているか   

（3－d）陽性反応適中度を受診歴別注1）に集計しているか   

（4）発見子宮頚がんについて追跡調査を実施しているか  

（4－a）発見子宮頚がんの追跡所見・病理所見について把握しているか  

（4－b）発見子宮頚がんの予後調査（生産室・死亡率の分析など）を実施しているか  
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6一偽陰性例（がん）の把握   

（り受診者の追跡調充や地域がん登録等により、検診受診後の子宮頚がんを把握しているか  

（2）検診受診後1年未満に発見され子宮頚がん（偽慢性例）を把握しているか  

（3）検診受診後1年以上経過してから発見された子宮頚がんを把握しているか  

7．がん登録への参加（実施地域のみ）  

（1）地域がん登録を実施しているか  

（2）地域がん登録に対して、症例を提供しているか  

（3）偽陰性例の把握のために、地域がん登録のデータを活用しているか  

（4）予後の追跡のために、地域がん登録のデータを活用しているか  

8．不利益の調査   

（1）検診受診後6ケ月（1年）以内の死亡者を把握しているか  

（2）精密検査による偶発痘を把握しているか   

（2－a）治療が必要な中等度以上の出血例を把握しているか   

（2－b）その他の重要な偶発症（感染症等）を把握しているか  

9．事業評価に関する検討  

（りチェックリストに基づく検討を実施しているか  

（トわ個々の市町村のチェックリストについて把握・検討しているか   

（1－b）個々の検診実施機関のチェックリストについて把椎・検討しているか  

（2）要楕検率等の2日セス指標に基づく検討を実施しているか   

（2－a）プロセス桔梗について、全国数値との比較や、各市町村聞、検診実施捜開聞でのばらつ  
きの確認等の換王正を実施しているか  

（2－b）プロセス指標こおいて問樋が詑められた市町村から、聞き取り調査等を実施しているか  

（2－C）プロセス指標において問題が認められた検診実施機関から、聞き取り調査等を実施して  
いるか   

（3）チェックリストやプロセス指標において問題が認められた検診実施橡関に対して、実地によ  
る調査・指導等を実施しているか   

（4）実地調査等により不適正な検診実施機関が認められた場合には、市町村に対して委託先  
の変更を助言するなど、適切に対応しているか  

10．事業評価の結果に基づく指導・助言  

（り事業評価の結果に基づき、指導・助言等を実施しているか  

（1－a）事業評価の境果を報告書に取りまとめ、市町村や検診実施機関に配布しているか  

（1－b）事業評価の結果について、市町村や検診実施機関に対する説明会を開催しているか  

（1－C）事業評価の琉果に基づき、市町村や検診実施機関に対して個別の指導・助言を実施し  
ているか  

（引手業評価の結果を、個別の市町村や検診実施機関の状況も含めて、ホームページ等で公  
表しているか  

注1）初回受診者（初回の定義は過去娃皿に受診歴がない看）及び逐年検診受診者等の受診歴別  

卿、った者の  敬∴寒空卿lこついてl平成  
11年3月3日老発音93与 力丁甘地撼僅価・貴人保健塞蔓都告の一部改正についてl平成12年  
3月28日未発篭27モ号より（  
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がん検診に関する検討会における検討経緯  

第12回検討会（平成18年7月28日）  

○胃がん検診の実施状況等について  

○胃がん検診の有効性の評価について  

第13回検討会（平成18年9月26日）  

○胃がん検診についてのヒアリング  

・X線検査による胃がん検診の性別ヰ代別・受診間隔別の有効性に関する検にについて  

（東北大学公共政策大学院教授 坪野吉孝委員）   

■ 胃がん検診の受診率向上の取組について  

（山形県健康福祉部保健薬務課健康やまがた推進室  

大類 真嗣 参考人）  

・鳥取県のがん検診  

（鳥取県福祉保健部次長（兼）健康対策課長西田 道弘参考人）  

第14回検討会（平成19年2月5日）  

○胃がん検診についてのヒアリング  

・胃がん検診における胃X線検査の撮影技師と読影医師の現状について  

（福岡県対がん協会総合検診センター・付設ケ」ニック院長  

北川 晋二 参考人）  

第15回検討会（平成19年3月8日）   

○中間報告書取りまとめ  
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